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弊社では現場作業時の安全対策を強化するため、現場担当ではない女性社員

による安全パトロールを実施しております。

日ごろ現場経験のない第三者目線で点検することで、見落としがちな危険箇

所を見つけることを目的としております。

今回は、羽鳥ダムにて安全パトロールを実施してまいりました。

改善実施結果

作業箇所の道路にはのぼり旗を設置はし

ていたが、水上での作業時は遠くからみ

る周囲の方は何の作業をしているか分か

らないため、不安を与える可能性がある。

遠くから見ると作業内容が分からない

改善後改善前

改善案①:作業船にのぼり旗を設置する

のぼり旗

作業船にも｢測量中｣と分かるように、の

ぼり旗を設置することにより、上流域で

の作業においても作業内容を周知するこ

とができる。

安全パトロール実施状況

作業前ミーティング 各現場を確認

作業当日の気象情報や作業時の注意点に

ついて情報共有を行うため、作業前ミー

ティングにて周知を行った。

安全面において工夫していることや、作

業時に危険を感じることがないか聞き取

りしながら、パトロールを実施した。

担当者全員で意見を出し合い改善案を検討いたしました。

第三者からの意見を取り入れ、より安全に作業をするにはどうするか話し合

うことで、安全意識の向上につながりました。

また、羽鳥湖では例年クマが多く出没する地域であるため、クマに対する安

全対策を万全することで周知が行われました。

パトロール結果報告

課題①:水上での作業時の周囲への配慮

課題②:高所での作業時の落下防止対策

改善案①:作業船にのぼり旗を設置する

改善案②:安全帯を設置する
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山岳地域はクマの出没が増えるため、基

本的なクマに対する安全対策を実施。

周

知

クマに対する基本的な安全対策

 遭遇防止対策（クマ鈴・爆竹・花火）

音を鳴らしクマに人の存在を知らせることで、遭

遇防止を図る。

 防衛対策（クマよけスプレー）

遭遇した際にクマに向けて噴射し、追い払う。
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策基本的な安全対策を実施し、作業の安全を確保した。

作業箇所の道路脇に３ｍ程の高さがあり、

作業時や器械の設置時に落下する危険性

がある。

改善案②:安全帯を設置する

落下の危険

３ｍ程の高さ

改善後

沿道のセーフティフェンスを越え作業を

する際は、フェンス等強固な箇所に安全

帯を設置し、落下防止を図る。

改善前

安全帯

クマよけスプレー

クマ鈴

爆竹・花火

現場作業時にはのぼり旗を設置するなど周囲の方に迷惑にならないよう、十分な

配慮を心がけております。周囲の方の目線となり考え、さらに細やかな配慮を行

い、今後も「安心・安全」な現場作業を行うために取り組んでまいります。




